
第６学年２組 社会科授業案
授業者 上田 康司

１ 単 元 源頼朝と鎌倉幕府
２ 目 標

(1)武士による政治の始まりや室町文化に興味をもち，学習問題を意欲的に追究しようとする。
（意欲・関心・態度）

(2)武士による政治が始まったころの世の中の様子や，室町文化が今日の生活文化に直結する要素をもつ
ことを考えることができる。 （思考・判断）

(3)各種の資料を効果的に活用して，源平の戦いや武士のくらし，鎌倉幕府の始まり，元との戦い，室町
文化について調べ，調べたことをわかりやすくまとめることができる。 （技能・表現）

(4)武士による政治の始まりや，幕府が全国的に力をもってきたこと，武士や民衆の中から室町文化が生
まれたことを理解することができる。 （知識・理解）

３ 単元構想（９時間完了 本時５／９）

源頼朝と鎌倉幕府（９時間）

武士は，どのようにしてあらわれたのだろう①

<自分の土地(荘園)を守る> <武士団の形成> <天皇家や貴族の争い>
・土地や農産物の奪い合い ・天皇の一族をリーダーに ・保元の乱 ・平治の乱
・悪い国司に対抗 ・源氏と平氏の台頭 ・貴族の力の衰退

貴族の力がおとろえて，源氏や平氏といった武士が力をにぎったんだね

源平の戦い（治承・寿永の乱）について調べよう②

<平氏(平清盛)> 壇 屋 一 富 <源氏(源頼朝)>
・平治の乱で勝利後，権力者になる→平氏の貴族化 ノ 島 ノ 士 ・関東の武士団を従え，武士団のリーダーになる
・「平氏にあらずんば人にあらず」→平氏への不満 浦戦 の戦 谷戦 川戦 ・打倒平氏の挙兵→壇ノ浦の戦いで平氏を滅ぼす
・源頼朝の軍に各地で敗れ，壇ノ浦の戦いで滅亡 のい い のい のい ・守護や地頭の設置→鎌倉幕府を開く

源頼朝は，平氏をほろぼして幕府を開いたんだね。でもなぜ京都で開かなかったのだろう

源頼朝は，なぜ鎌倉に幕府を開いたのだろう②（本時２／２）

<地形・地理> <地元> <経済>
・三方を山に囲まれている→守りやすい ・源氏は東国を拠点としていた→味方が多い ・三浦半島は砂鉄の生産地→製鉄，武器の生産
・京都から離れる→朝廷や貴族の影響を受けない ・頼朝の最大の味方であった北条氏（伊豆）の近く ・南は海に面している→港がある→貿易・水上交通

武士による政治を進めていくのに，京都より鎌倉の方が都合がよかったんだね

元との戦いによって，鎌倉幕府の力が弱まったのは，どうしてだろう②

<恩賞がもらえない> <次の戦いに備えて> <一時しのぎの政策>
・「奉公」したのに「ご恩」（土地）がもらえない ・九州の防備（異国警固番役）や石塁作りを続けた ・御家人の救済（徳政令）を図るも失敗

「ご恩」と「奉公」の関係が崩れてしまい，御家人は幕府に不満をもったんだね

室町時代のころには，どんな文化が生まれたのだろう②

茶の湯 能楽 書院造 連歌 水墨画（すみ絵） 御伽草子（昔話） 生け花

室町時代に生まれたいろんな文化が，今に多く伝わっているんだね



４ 本時の授業
(1)目 標

・源頼朝が鎌倉に幕府を開いた理由を，さまざまな資料や友だちの発表をもとに考えることができる。
（思考・判断）

(2)指導にあたって
本学級の子どもたちの多くは，歴史の授業に興味をもち始め，教科書に出てくる人物や出来事につい

て調べたり，まとめたりする活動が好きである。古墳時代の学習では，「古墳って何だろう」という学
習課題に対して，古墳の大きさや形，埋葬されている人物，副葬品など，多くのことを調べ，みんなで
まとめることができた。
本単元は，武士がどのように生まれ，政治の担い手になっていったのか，この後の単元に出てくる信

長，秀吉，家康といった，なじみのある人物との出会いを前に，武士の起こりから武士による政治がど
のように形作られていったのかを探っていくため，子どもたちにとっても興味深いと思われる。天皇や
貴族を中心とした世の中の学習を終え，新しく政治の担い手と成りゆく武士たちが，どのようにして力
をつけていったのか，武士の願いに迫っていくことで，時代の変化を感じ取りやすい単元であると思わ
れる。また，同時にそのころの農民や町人など民衆の暮らしにも目を向けさせ，民衆が自分たちの暮ら
しや文化をどのように発展させてきたかなどを考えさせたい。
本時では「源頼朝は，なぜ鎌倉に幕府を開いたのだろう」という学習課題について，鎌倉の地形や地

盤，頼朝と家来との関係，平氏政権（平清盛）との比較など，さまざまな歴史資料をもとに考えること
を目標とする。歴史資料をていねいに読み取ったことをもとに，頼朝が鎌倉に幕府をつくった理由を話
し合うことで，一つの歴史事実を多面的に見る力を養いたい。さらに，友だちと共感したり，意見をた
たかわせたりすることで，学びを深めていきたい。

(3)準 備 教師：源頼朝の肖像画 鎌倉の地図 源平の争いの年表
児童：前時までに配布された資料 自分の考えを記入したワークシート

(4)展 開

学 習 活 動 ※教師の支援 評価（方法）

源頼朝は，なぜ鎌倉に幕府を開いたのだろう

＜鎌倉は守りやすい＞ ＜鎌倉は源氏ゆかりの地（地元）＞
・北，東，西を山に囲まれている ・頼朝の父(義朝)や祖先は，鎌倉に住んでいた
・南は海（相模湾）に面している ・鎌倉周辺には，自分の味方が多くいた

敵の攻撃から守るのに都合がよかった 鎌倉は源氏の地元で，拠点にしやすかった

＜京都からはなれたかった＞ ＜鎌倉はよい土地＞
・朝廷や貴族の影響を受けたくなかった ・三浦半島は良質な砂鉄の産地だった
・京都や西国には，貴族や平氏が多くいた ・滑川は，物資の輸送や生活用水に使われた

新しい政治をするのに，新しい環境がよかった 鎌倉は武士の生活に便利なところだった

※鎌倉の地図や，源平の争いの年表など，前時までに配布した資料を前面に掲示することで，
本時の学習課題をおさえるとともに，子どもの発言の根拠が明確になるようにする。

※前時に子どもが調べたことを，自信をもって発表できるように，朱書きを通して励ますよ
うにする。また，子どもの考えがさらに深まるように，違う視点から理由を考えるなどの
ゆさぶりをかけておき，本時の話し合いにいかすようにする。

※平氏政権（平清盛）との共通点や相違点についてもふれ，頼朝の目指した政治をより理解
できるようにする。

・根拠を明確にして，自分の考えを発表し
たり，友だちの発表を聞いて，自分の考
えを深めたりすることができたか。

（発表・ワークシート）

武士による政治を進めていくのに，京都より鎌倉の方が都合がよかったんだね

本時をふり返って，気づいたことやわかったことをまとめよう

※板書をふり返らせることで，新たに気づいたことや説得力のあった考えを書くように助言する。


